
15 14下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

　
　小・中学校に新入学の皆さんご入学おめでとうございます、心からお喜びを申し上げます。
時代の流れと申しましょうか、下仁田町に各1校とはさびしいことですね。
　下仁田町も子どもが一番多かった昭和の中頃には、西牧南小学校、西牧西小学校、西牧小学
校、東野牧小学校、北小学校、小坂小学校、下仁田小学校、青倉小学校、馬山小学校等がありま
した。分校には神津分校、土谷沢分校、栗山分校等、小学校9校、分校3校があった時代もあり
ました。学校の設立は古く1872年（明治5）年学制発布によって各地に学校が設立されまし
た。当時は、子どもひとりひとりに教科書がなく、段々に教科書が作られていった時代であった
ようです。先年に学校が統合となって、各学校の資料が旧小坂小学校に運びこまれているようで
すが、時代ごとの教科書は全く見当たりません。国定教科書の時代には、一つ教科書を上の子供
から下の子へと次々に使ったこともありました。今は教科書が国からの無償配布となっていま
す。教育の原点ともいわれる時代の教育の在り方が、どんなであったか知ろうと明治当初の教科
書を見つけていましたが、今日まで全く見当たりませんでした。ところが南野牧の旧家、並木栄
治さん宅の蔵に所蔵されていることが分かりました。
　大変貴重な資料で、県内でも極めて少ないものと思います。並木さんのご厚意で見せていただ
き、その一部が歴史館に寄贈されました。拝見し当時の子ども達の大変さがよくわかりました。
中で注目したのが、「一間一答」とゆう教科書でし
た。ページをめくると「曰く（イワク）これはなん
ぞや」と問いかけがあります。そこに絵がありまし
て、答えとしてこれは「こうもりがさ（洋傘）」と
あります。このように新しいものが次々と目にふれ
る時代であり、沢山の問題がでています。教える方
も、教わる方も大変だったことがわかりました。
　あらためて古い資料や記録を残すことの大切さを
学びました。歴史館には沢山の資料が展示、解説さ
れています。是非足を運んで往事を振り返って見て
ください。
　貴重な資料を見せていただきました並木栄治さん
に感謝しつつ記しました。

　春の野草を見ますと黄色い花が多いことにお気づきま
しょうか。その代表的な花の一つにタンポポがあります。
　タンポポは日本には20種余が分布しています。今ニホ
ンタンポポよりも、セイヨウタンポポ（右写真）の方が多く
見られます。当初は両方の雑種を作らないといわれてま
したが、いつの間にか雑種を作ってしまいました。セイヨ
ウタンポポは花の下の青い部分、ガク片が反り返ってい
ます。

ジオパーク応援団だよりジオパーク応援団だよりジオパーク応援団だより【季節の花】タンポポ
第9号 2016.4.1

総会のご案内総会のご案内

下仁田ジオパークの日　（４月２０日）下仁田ジオパークの日　（４月２０日）

おしらせおしらせ

―――学校創立時の教科書―――
里　見　哲　夫旧家の蔵から見つかりました。

・平成28年度日本ジオパーク
　下仁田応援団定期総会のご案内
日　時　平成28年4月20日（水）　午後7時00分
会　場　下仁田公民館　大会議室
＊新年度を迎えご多用の事と存じますが、ご出席賜りますようお願い致します。
尚、総会終了後、希少植物はもとより歴史・文化の権威であります里見哲夫氏の基調講演を予定
しております。

・4月　ジオ（20）の日の美化活動
日　時　平成28年4月20日（水）　AM6：30～7：15
（平成28年度の主な作業時間は日曜AM8：00から8：45まで。
平日AM6：30から　8：45まで）

場　所　さくらの里　きのこ館前集合
＊ゴミ袋は用意します。各自作業し易い姿で、軍手は各自ご準備下さい。

・日本ジオパーク関東地区大会‐下仁田大会‐のご案内
今年は下仁田町が主催会場となり関東大会が開催されます。
一丸となって成功（盛行）させましょう！

◎再認定に向けて応援団活動を高めましょう！！
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下仁田町自然史館
下仁田町大字青倉１５８-1
☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５
http：//www.shimonita-geopark.jp/

ジオパークで
地域に活力を！！

行事予定

※下仁田町自然史館では、午前9時から午後4時まで展示室を開放しています、ぜひお出かけください。
※4月の休館日は4日・18日です

問合せ先　教育課ジオパーク推進係（下仁田町自然史館）　☎７０-３０７０

　おととし、石器が見つかりその後も続々と新発見のあるジオサイト金剛萱で、この春発掘調査を行ないます。皆さんも一
緒に発掘調査に参加してみませんか？
日　時　４月２９日（金）～５月１日（日）　日帰りでも参加できます。
集　合　２９日　午前　９：００　下仁田町自然史館（３０・１日は８：３０集合）
解　散　２９日・３０日　午後　５：００　下仁田町自然史館（５月１日は午後２：００解散）
持ち物　服装：昼食・飲み物・帽子、軍手、汚れてもいい服装・長靴　（調査道具はお貸しします）
　参加を希望される方は、下仁田自然学校（☎70-3070）までお申し込みください。

ジオパーク関東大会を開催します
　2016年11月20-21日にジオパーク関東大会を開催します。町全体で大会を盛り上げるため、大会に関する情報を発信
していきます。

下仁田ジオパークガイド養成講座参加者募集
　関東大会では、関東地区からたくさんの方が下仁田に集まります。関東大会のプログラムでは、下仁田ジオパークのみど
ころをめぐる「ジオツアー」も行なわれます。そこで、下仁田ジオパークの魅力を伝えていただけるガイドを新たに募集
し、ガイド養成講座を開催します。ふるってご参加ください。
【講座概要】
　平成２８年度ジオパークガイド養成講座は、基礎講習、荒船風穴・神津牧場コース、町なか散策コース、妙義山石門散策
コースの４つの講座があります。基礎講習とお好きなコースの講座を受講後、町が定める基準を満たした方にガイド認定証
が発行され、下仁田ジオパークガイドとして活動していただけます。

※養成講座参加ご希望の方は、４月１５日（金）までに下仁田町自然史館に電話でお申し込みください。
【第１回ガイド養成講座】　　
日　時　４月２２日（金）19：00～20：30　内　容　下仁田町の大地の生い立ち、下仁田町の歴史
会　場　文化ホール　研修室
第2回以降のスケジュールは、第１回の講義で連絡します。

行事報告
　平成28年2月17日、下仁田町役場において、第12回ジオパーク下仁田協議会が開催され、来年度の下仁田ジオパークの
推進体制などが協議されました。今後は11月20日～21日に下仁田で開催されるジオパーク関東大会や課題についてガイ
ド・教育・産業・学術の専門部会を組織して対応することになりました。
　今後も下仁田ジオパークの推進活動にみなさんのご参加ご協力をお願いいたします。

ジオパーク下仁田協議会を開催しました

金剛萱遺跡発掘調査ご案内　

基礎講習
（全２回）
・下仁田の大地と人々の歴史
・ガイドの役割
・救急救命

荒船風穴・神津牧場コース
（全１回）
・野外研修

町なか散策コース
妙義山石門散策コース
（全２回）
・野外研修
・模擬実演

身近な情報をお寄せください。総務課（内線３０２）

下仁田中学校卒業式
　３月１１日（金）中学校体育館において第１２回下
仁田中学校卒業式が挙行され、５２名（男子３５名、
女子１７名）が卒業しました。先生や友達、後輩に別
れを告げ、３年間学んだことに胸を張り新たな目標
に向かって歩みだしました。

鎌田地区放水訓練
　3月13日(日)鎌田地区の住民による放水訓練が
行われました。
　当日は地元消防団員(第5分団)の指導の下、いざ
という時のために多くの住民の方が参加しました。

町にラッピングトラックを
配備
　3月10日(木)下仁田町の名産や観光名所をラッ
ピングしたトラックを配備しました。
　今後は、観光イベントや災害時の物資運搬に活用
します

虻田福寿草
　3月2日（土）虻田福寿草の里が開園され多くの方が来園しました。
　今年は予定よりも一週間
遅くの開園となりましたが、
色鮮やかに咲いた福寿草に
一足早い春を感じていまし
た。３月５日(土)には福寿草
祭りが開催され、地元の方
が作った「きのこ汁」の無料
配布が行われました。
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平
成
27
年
度
事
業
報
告

　
平
成
２７
年
度
下
仁
田
町
公
民

館
で
は
、次
の
よ
う
な
事
業
を

行
い
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
方
の

ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！

〈
成
人
講
座
〉

・英
会
話
教
室
全
４
回

・オ
カ
リ
ナ
教
室
全
３
回

・
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

１
回

・か
ご
バッ
グ
作
り
教
室
全
５
回

・ち
り
め
ん
細
工
教
室
全
２
回

・カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
教
室
２
回

・そ
ば
打
ち
教
室
２
回

・お
手
入
れ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

全
２
回

・ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
教
室
全
２
回

・ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室
１
回

・フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

全
２
回

　
今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
講
座

を
開
催
し
ま
す
の
で
、み
な
さ
ん

の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。毎
月
公
民
館
だ
よ

り
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
募

集
し
ま
す
の
で
、見
落
と
さ
ず
に

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

か
ご
バ
ッ
ク
作
り
教
室
の

ご
案
内
予
告

◇
開
催
日
　
５
月
１９
日
２６
日

（
木
曜
日
）

◇
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
午
後

３
時
３０
分

◇
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　

３
階
　
技
術
伝
承
室

◇
講
師
　
今
井
博
美
先
生（
下

仁
田
）

◇
内
容
　
５
月
号
で
詳
し
く
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

◇
対
象
　
成
人

◇
募
集
人
数
　
15
名

◇
申
込
受
付
開
始
　
５
月
2
日

（
月
）〜

◇
申
込・問
合
せ
　
下
仁
田
町

公
民
館
　
☎
８２
―
３
５
３
５

図
書
室
よ
り・・・

読
書
メ
モ
＆
感
想
画
募
集

　
下
仁
田
町
公
民
館
図
書
室
で

は
、４
月
２３
日
の「
子
ど
も
読
書

の
日
」に
ち
な
ん
で
、４
月
２１
日

（
木
）〜
５
月
６
日（
金
）ま
で
の

期
間
を
子
ど
も
読
書
週
間
と

し
、幼
児
か
ら
中
学
生
を
対
象

に
読
書
メ
モ（
一
言
感
想
文
）及
び

読
書
感
想
画
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、５
月
９
日（
月
）〜
６
月
４

日（
土
）ま
で
の
期
間
、「
図
書
室

ま
つ
り
」を
開
催
し
、図
書
月
間

に
応
募
い
た
だ
い
た
読
書
メ
モ・

感
想
画
を「
図
書
室
ま
つ
り
」の

期
間
に
展
示
し
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
、読
書

メ
モ・
感
想
画
に
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。応
募
用
紙
は
、下
仁
田
町

公
民
館
図
書
室
と
学
校
に
あ
り

ま
す
。応
募
し
て
く
れ
た
人
に

は
、プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、み
な
さ
ん
の
力
作
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　3月に入った新刊図書は以下のとおりです。話題の本もあります。ぜひ、図書室にお越しくださ
い。また、本のリクエストも随時受け付けていますので、よろしくお願いします

うめじいのたんじょうび　講談社

おおきなでんしゃ

坂の途中の家

沈める鐘の殺人　　角川文庫

がたごとがたごとしゅっぱつしんこう

ちょんまげとんだ

ぼくはいったいなんやねん

いつも彼らはどこかに

たんぽぽ団地

かがくいひろし

座二郎

角田光代

赤川次郎

たかいよしかず

中尾昌稔・広瀬克也

岡田よしたか

小川洋子

重松清

薄情

お伊勢参り　新・御宿かわせみ

獅子吼

羊と鋼の森

まねっこおやこ

めとめがあったら

もうぬげない

クマのパディントン

絲山秋子

平岩弓枝

浅田次郎

宮下奈都

おくむらけんいち

おくむらけんいち

ヨシタケシンスケ

マイケル・ボンド
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小川洋子

重松清

薄情

お伊勢参り　新・御宿かわせみ

獅子吼

羊と鋼の森

まねっこおやこ

めとめがあったら

もうぬげない

クマのパディントン

絲山秋子

平岩弓枝

浅田次郎

宮下奈都

おくむらけんいち

おくむらけんいち

ヨシタケシンスケ

マイケル・ボンド

新刊図書情報
書　　名 書　　名著者名 著者名


